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決
算
特
別
委
員
会
･･
８
人

（
櫻
井
立
志
委
員
長
、
喜
多

進
副
委
員
長
、
青
木
綱
次
郎
、

市
田
博
、
奥
村
良
太
、
河
本

隆
志
、
塩
貝
建
夫
、
鈴
木
康

夫
の
各
委
員
）
は
10
月
５
日
、

16
日
、
18
日
、
22
日
、
23
日
、

30
日
の
６
日
間
委
員
会
を
開

催
し
、
９
月
定
例
会
で
付
託

し
た
平
成
23
年
度
一
般
会
計

な
ど
９
件
の
決
算
認
定
案
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
は
部
局
別
に
行
い
、

最
終
日
に
は
５
会
派
に
よ
る

総
括
審
査
を
行
っ
た
後
、
決

算
認
定
案
を
す
べ
て
認
定
し

ま
し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　

　

公
共
工
事
発
注
に

お
い
て
、
人
口
増
を
見
越
し

て
、
あ
る
程
度
起
債
を
発
行

し
、
後
年
度
に
負
担
を
ま
わ

す
こ
と
で
、
人
口
規
模
に
見

合
っ
た
負
担
に
な
る
の
で
は
。

　

企
画
管
理
課
長　

市
の
財

政
と
し
て
は
、
使
え
る
起
債

は
使
い
た
い
が
、
財
政
全
体

が
健
全
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、

起
債
が
残
る
と
、
後
年
に
影

響
す
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
る
。

　

　

路
線
バ
ス
の
振
興
と

し
て
民
間
バ
ス
会
社
に
、
計

５
０
０
０
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
る
。
民
間
企
業
の

営
業
努
力
が
必
要
と
思
う
が
、

今
後
も
補
助
を
続
け
て
い
く

問

問

の
か
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

　

市
が
巡
回
バ
ス
を
走
ら
せ

る
か
、
既
存
の
バ
ス
路
線
で

市
民
の
交
通
の
利
便
性
を
高

め
る
か
で
多
く
の
議
論
を
行

い
、
現
在
の
よ
う
に
な
っ
た

が
、
今
後
あ
る
一
定
の
検
討

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

　

ひ
っ
た
く
り
事
件
が

多
発
し
て
い
る
。
治
安
確
保

の
対
策
は
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
担
当

課
長　

ひ
っ
た
く
り
や
自
転

車
盗
な
ど
が
多
く
、
確
か
に

犯
罪
件
数
は
増
え
て
い
る
。

啓
発
に
力
を
入
れ
る
な
ど
、

さ
ら
に
警
察
や
防
犯
推
進
員

と
も
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　

　

水
道
料
金
は
、
現
在
、

本
来
あ
る
べ
き
料
金
収
入
で

収
支
が
均
衡
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
料
金
調
整
基
金
の

取
り
崩
し
に
よ
っ
て
、
収
支

を
黒
字
に
し
て
い
る
状
態
で

あ
る
。
料
金
調
整
基
金
が
枯

渇
す
れ
ば
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
に
な
る
と
思
う
が
。

　

水
道
事
業
管
理
者
職
務
代

理
者　

下
水
道
料
金
も
含
め

た
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
平
成
27
年

度
ぐ
ら
い
か
ら
見
直
し
案
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
経
営

の
合
理
化
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

　

基
幹
シ
ス
テ
ム
共
同

化
の
内
容
と
効
果
は
。

　

管
財
情
報
課
長　

基
幹
シ

ス
テ
ム
更
新
は
住
民
基
本
台

帳
シ
ス
テ
ム
の
共
同
化
を

問問

問

行
っ
た
。
今
後
、
税
法
改
正

に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
が

予
定
さ
れ
る
が
、
費
用
面
で

は
共
同
化
に
関
わ
る
市
で
案

分
す
る
た
め
安
価
に
で
き
る

こ
と
に
な
る
。

　

　

介
護
保
険
料
が
平
成

24
年
度
に
改
定
さ
れ
た
が
、

不
服
審
査
が
何
件
出
て
い
る

か
。
ま
た
、
保
険
料
が
高
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

高
齢
介
護
課
長　

約
20
件

の
不
服
審
査
が
あ
っ
た
。
今

回
の
保
険
料
の
見
直
し
で
、

こ
れ
ま
で
の
10
段
階
か
ら
12

段
階
に
改
め
、
低
所
得
者
に

配
慮
し
て
段
階
を
分
け
た
こ

と
と
、
高
所
得
者
に
は
さ
ら

に
一
段
階
設
け
る
と
い
う
形

で
、
低
所
得
者
の
負
担
が
少

な
く
な
る
よ
う
設
定
し
た
。

　

　

国
民
健
康
保
険
の
加

市
長
公
室
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
室
・
総
務
・
上
下
水
道
等

市
民
・
保
健
福
祉

民間保育園の移転建設予定地

大住中学校に設置された空調機器

問

問

入
世
帯
は
、
本
市
の
約
３
分

の
１
が
加
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
所
得
が
１
０

０
万
円
以
下
の
世
帯
が
半

分
を
超
え
て
お
り
、
国
保
税

の
納
付
が
重
い
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
引
き
下
げ
る
か
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に

一
般
財
源
の
投
入
を
考
え
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

国
保
医
療
課
長　

国
保
の

医
療
費
は
年
々
２
〜
３
億
円

ず
つ
増
え
て
い
る
。
保
険
税

の
現
状
維
持
が
厳
し
い
状
態

で
、
引
き
下
げ
る
こ
と
は
難

し
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
投

入
は
、
国
保
加
入
さ
れ
て
い

な
い
市
民
の
理
解
を
得
る
こ

と
が
難
し
い
と
考
え
る
。

　

　

他
の
自
治
体
は
人
口

が
減
少
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

多
い
が
、
本
市
は
人
口
が
伸

び
て
い
る
。
そ
の
背
景
を
ど

う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

本
市
を

　

　

JR
松
井
山
手
駅
周
辺

の
空
き
地
で
ま
だ
商
業
施
設

以
外
と
し
て
あ
る
と
こ
ろ
に

は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

つ
の
か
。
ま
た
、
商
業
施
設

が
で
き
た
あ
と
、
さ
ら
に
問

題
に
な
る
と
思
わ
れ
る
渋
滞

対
策
に
つ
い
て
は
。

　

都
市
計
画
課
長　

事
業
者

の
京
阪
電
鉄
か
ら
は
、
八
幡

側
の
マ
ン
シ
ョ
ン
近
く
に
同

様
の
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
と

聞
い
て
い
る
。
渋
滞
対
策
は
、

駅
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
商

業
施
設
の
駐
車
場
を
相
互
に

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
度
駐
車
し
た
あ
と
は
、
施

設
間
を
歩
い
て
移
動
で
き
る

よ
う
協
議
し
て
い
る
。

選
ば
れ
た
ポ
イ
ン
ト
に
、
子

育
て
支
援
の
施
策
が
い
い
と

い
う
声
を
い
た
だ
い
た
。
本

市
の
大
き
な
柱
と
し
て
推
進

し
て
い
る
こ
と
が
そ
う
い
う

形
で
現
れ
て
い
る
と
思
う
。

　

　

難
聴
の
方
が
増
え
て

い
る
。
加
齢
に
よ
る
も
の
、

ま
た
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら

の
方
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
。

　

障
害
福
祉
課
長　

難
聴
の

方
に
は
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
と
手
帳

の
交
付
を
受
け
る
ま
で
に
至

ら
な
い
方
が
お
ら
れ
る
。
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

に
は
補
聴
器
の
支
給
な
ど
あ

る
が
、
そ
う
で
な
い
方
に
対

し
て
は
、
要
約
筆
記
派
遣
事

業
が
支
援
と
な
る
。
ま
た
、

赤
ち
ゃ
ん
に
対
し
て
は
、
３

カ
月
児
検
診
な
ど
の
検
診
時

に
発
見
で
き
、
対
応
に
つ
な

げ
て
い
る
。

問

問

建
設
・
経
済
環
境
等

　

　

山
手
幹
線
の
大
住
ケ

丘
か
ら
八
幡
方
面
の
渋
滞
の

対
策
に
は
、
計
画
さ
れ
て
い

た
府
道
池
ノ
端
丸
山
線
の
整

備
を
急
ぐ
よ
う
要
望
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

建
設
部
技
監　

府
と
し
て

多
く
の
事
業
が
あ
り
、
す
ぐ

に
取
り
組
む
と
い
う
認
識
に

は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

建
設
部
長　

大
住
ケ
丘
か

ら
の
渋
滞
は
、
そ
れ
ほ
ど
交

通
量
が
増
え
て
い
る
の
で
は

な
く
、
幹
線
沿
い
の
店
舗
へ

出
入
り
す
る
車
な
ど
に
よ
る

全
体
の
旅
行
速
度
が
遅
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
に

な
っ
て
い
る
。
用
の
な
い
車

は
、
こ
の
道
路
の
通
過
を
減

ら
す
た
め
、
そ
れ
ま
で
に
迂

回
す
る
よ
う
操
作
す
る
こ
と

で
解
消
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

　

一
休
ケ
丘
地
区
で
住

宅
開
発
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
、

予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
天
津
神
川
流
域
で
あ
る
。

 

　

中
学
校
の
空
調
設
備

に
つ
い
て
。
大
住
中
や
培
良

中
は
電
気
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

選
択
さ
れ
た
理
由
は
。

　

教
育
総
務
室
担
当
課
長　

　

工
事
費
用
や
運
用
経
費
を

検
討
し
、
大
住
・
培
良
の
両

中
学
校
は
電
気
と
な
っ
た
。

田
辺
中
学
校
は
都
市
ガ
ス
が

入
っ
て
い
る
の
で
、
ガ
ス
化

も
検
討
し
て
い
る
。

　

　

薪
地
区
で
は
住
宅
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
薪
小
学

こ
の
川
の
治
水
対
策
を
早
急

に
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

開
発
指
導
課
長　

こ
の
川

は
非
常
に
狭
い
箇
所
が
あ
る

川
で
対
策
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
。
ど
の
よ
う
な
方
法
で

治
水
対
策
を
す
る
か
開
発
者

と
協
議
し
て
い
る
。

　

　

三
山
木
区
画
整
理
事

業
の
保
留
地
処
分
金
の
見
通

し
は
。

　

三
山
木
整
備
課
長　

平
成

25
年
度
か
ら
３
カ
年
で
保

留
地
処
分
を
行
い
、
す
べ
て

売
却
し
た
い
。
地
価
は
横
ば

い
と
聞
き
、
計
画
し
て
い
る

価
格
に
近
い
と
考
え
て
い
る
。

広
く
周
知
を
し
て
、
魅
力
を

発
信
し
売
却
に
努
め
た
い
。

問

問

問問問

問
校
、
幼
稚
園
の
急
増
対
策
は

待
っ
た
な
し
と
思
う
が
。

　

学
校
環
境
整
備
課
長　

人

口
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
子

ど
も
の
増
加
を
把
握
し
、
中

長
期
の
推
移
を
検
討
し
、
教

室
の
構
造
や
方
法
を
議
論
し

て
い
る
。

　

　

学
校
の
大
規
模
改
修

計
画
は
。

　

学
校
環
境
整
備
課
長　

耐

震
工
事
が
平
成
25
年
度
で
終

わ
り
、
空
調
設
備
の
充
実
や

三
山
木
小
学
校
の
増
築
と
い

う
計
画
が
あ
る
が
、
築
約
30

年
の
校
舎
が
多
く
、
全
般
的

に
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　

　

行
革
に
よ
り
18
年
度

に
補
助
金
の
一
律
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
た
。
本
市
の
文
化
財

で
観
光
の
目
玉
の
隼
人
舞
も

同
様
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る

が
、
増
額
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

教
　
　
育

問問

一般会計

譲与税・交付金
10 億 9,200 万 4 千円

（5.1％）

地方交付税
27 億 8,191 万 2 千円

（13.0％）

国庫支出金
29 億 2,290 万 3 千円

（13.7％）

国庫支出金
29 億 2,290 万 3 千円

（13.7％）

府支出金
13 億 1,056 万 5 千円

（6.1％）

府支出金
13 億 1,056 万 5 千円

（6.1％）

市債
16 億 2,520 万円
（7.6％）

その他
20 億 6,472 万 2 千円

（9.6％）
歳　入

市税
95 億 6,358 万 4 千円

（44.8％）

213 億 6,089 万円

一般会計

歳　出
人件費

50 億 8,014 万 9 千円
（24.2％）

扶助費
50 億 803 万 6千円
（23.9％）

扶助費
50 億 803 万 6千円
（23.9％）

公債費
26 億 7,946 万 6 千円

（12.8％）

公債費
26 億 7,946 万 6 千円

（12.8％）

物件費
29 億 9,905 万 3 千円

（14.3％）

物件費
29 億 9,905 万 3 千円

（14.3％）

繰出金
21 億 219 万 5千円
（10.0％）

繰出金
21 億 219 万 5千円
（10.0％）

投資的経費
16 億 5,251 万 7 千円

（7.9％）

その他
14 億 4,611 万 1 千円

（6.9％）

209 億 6,752 万円

会　計　区　分 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引

一 般 会 計 213 億 6,088 万 9,636 円 209 億 6,752 万 6,689 円 3億 9,336 万 2,947 円

特
別
会
計

松 井 財 産 区 1億 1,704 万 7,897 円 1億 1,703 万 7,245 円 1万 652 円

国 民 健 康 保 険 58億 6,492 万 8,115 円 58 億 4,831 万 165 円 1,661 万 7,950 円

休 日 応 急 診 療 所 2,078 万 167 円 2,071 万 2,903 円 6万 7,264 円

公 共 下 水 道 事 業 21億 1,252 万 5,361 円 21 億 1,188 万 8,350 円 63 万 7,011 円

農 業 集 落 排 水 事 業 4,867 万 177 円 4,857 万 177 円 10 万円

介護
保険

保 険 事 業 勘 定 30億 2,069 万 5,798 円 30 億 4,478 万 3,528 円 △ 2,408 万 7,730 円

サービス事業勘定 1,527 万 863 円 956 万 917 円 570 万 9,946 円

後 期 高 齢 者 医 療 5億 2,789 万 8,854 円 5億 2,529 万 7,236 円 260 万 1,618 円

計 330 億 8,870 万 6,868 円 326 億 9,368 万 7,210 円 3億 9,501 万 9,658 円

平成23年度会計別決算収支状況平成23年度会計別決算収支状況


